孝太郎　第２号

雪花　　夢遊みち
「桜をみると雪を思い出す。」そうつぶやいたのは誰だったか。

大事な約束を果たすために私は歩いている。世界をピンクににじませながら舞う花びらがうらめしく愛おしかった。
桜の木の下に彼女は立っていた。完璧すぎる風景。

泣きたいような笑いたいようなムズムズした気持ちが私を急かす。

時が止まればいい、この瞬間を永遠に繰り返してほしいと思った。距離が縮まり、彼女がふと顔をあげた。
どうしてこんなにも切ないのだろう。やっと会えたというのに。その答えをたぶん私はもう知っている。けれど―
「サヨナラ」
朝の光。不似合いな涙が一筋頬をつたった。あなたは黒い額縁の中で綺麗に微笑んだままで。取り残された私は冬になってもまだあの花びらを探している。
窓の外で粉雪が舞う。永遠を、否定しながら、願いながらこの世界を染めてゆく。
連載開始！

カルマの話（序）
仁科あき乃

先月、〝時間を遡る事ができる薬〟を知り合いのある編集長に頂いた。「どう使うかはあなた次第です」とでも言いたげな不敵な笑みと共に彼は私によこしたのだ。彼は仕事柄知り合いも多いだろう、この薬を手にしたのはおそらく私だけではないはずだ。

世間一般に言う悪人がこれを手にすれば……まことにはや、恐ろしい限りだ。しかし私はどうだろう、これを手にして以来、悪に取り憑かれた気がしてならない。
「使うか否か」これが第一の問題か…〝時間を遡る〟昨日に、去年に、学生時代に、幼い頃に…胎児の頃に。あの時、私は何を考えて生きていたのだろう。私の記憶の限界は幼児の私だ。それ以前の私の頭には何が入っていのか。別世界からの橋を渡ってきた人物がいて、それが私になったのではないか。そして、それより遥か昔の橋の向こうの世界。私は全く知り得ないけれど、現在に繋がるどこか懐かしい時間の旅路。ああ、恐ろしい…。妄想癖のある私だからだろうか、この非現実的な薬に禁忌を見た。編集長、これは真の麻薬ではないか。私は半ば恐怖を感じ、罪深い好奇心と共にそれをそっと机にしまったのだった。　　
（続く）
「適当主義」の構造
飯島弘一郎

“REASONABLISM”という言葉を作った。日本語では「適当主義」である。偉大なるＴ先生の「イズム」のことであるが、最初に言っておきたいのは、決してけなした言葉ではないということである。むしろ、敬意を込めてこの言葉を作らせていただいた。

　適当をあらわす”reasonable”に、ismを取ってつけただけであるが、これに到るまでにはかなりの苦心の時間を要した。まず、日本語の「適当」の意味の広さである。Ｔ大先生は、「適当」というのは「いいかげん」という意味ではなく「ちょうどよい」という意味だと力説なさっているが、それは至極もっともで、この語の本来の意味は「程よい」である。「いいかげん」は後から派生したものと考えられる。しかしながら、大先生のご発言の場面を考えてみると、この言葉には両者の意味が微妙に入り混じっていて、独特の響きを持っていることは否めない。であるから私は、そのニュアンスを英語に直せないかと苦心したわけである。

　しかし、やはり日本語は日本語、英語は英語であって、微妙なニュアンスまでを正確に写し取ることは、非常に困難であった。余談であるが、このことから、外国文学の翻訳書と原文とのズレがいかに大きいかが分かる。やはり、本物を味わおうと思えば、原文で読むべきなのである。結局、「適当」という言葉の場合、「程よい」という意味が濃厚な”reasonable”に落ち着いた。

　さて、この「適当主義」であるが、「完璧主義」に相反する言葉であると私は考えた。べつにこれは、一個人の考えであって、押し付ける気は毛頭ない。「適当」には「程よい」と「いい加減」の二つの意味があると言った。しかし、こうやって漢字で書いてみるとなんのことはない、「いい加減」という言葉自体「程よい」という意味ではないか、と気づく。どうやら、適当主義とは、簡単に言えば「『程よく』生きる」ことのようである。

　完璧主義者は常に完璧でないと気がすまない。しかし言うなれば、厳密にはこのような人はありえない。人である限りは睡眠が必要であり、睡眠中に自分の思うとおり完璧な状態でいることなど不可能であるからである。これは極端としても、完璧主義では体も心ももたない。つねに膨大なストレスを抱えているからである。「適当主義」はそこのところに強い。なにしろ適当である。べつにバカにしているのではない。非常に賢い生き方である。つまり、「気を抜く」＝「適当にやる」部分があるということである。この「気を抜く」という作業は、楽なようで、実際にはかなりの勇気がいる。人生、課題が山積みである。その中で「適当にやる」時間を作るのだから、当然である。しかし、これは次の行動へのエネルギー補給期間となり、極めて重要な期間なのである。無論、適当にやる時期を誤ったり、適当ばかりであったりということでは意味が無い。大切なのは、「いかに『適当主義』であるか」ということであろう。

　「適当主義」はどこに応用してもよい。勉強、仕事、友情、恋愛、どれも「適当主義」で貫けばうまくいくこと間違いなしである。万が一失敗しても、「適当に」流してしまえばオシマイである。おそらくＴ大先生は、「適当主義」という最強の武器を味方に、茨の道を切り抜けてこられたに違いない。
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　第二回
優秀作

わがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いほ),庵)は花も紅葉もなかれども言の葉のみぞかれぬなりける　　
丸子理曼さん
　秀作

いつもよりハートが香るこの季節体温武器に北風を切る
いろはさん
今君にあすこの空はどう映るたとえばそれが黄色だとして
同
わあーっと叫んでみてもにじんだ空も夏も青いまま
大城由香利さん
《評》
　第一首。「花も紅葉も身近ではなくなりつつある現代。人生に豊かな彩を添えるのは、言葉」だそうです。成程。魔法のような言葉のファンタジー性が、「庵」によって余計に引き立っています。

「言の葉」とはよく言ったもので、葉っぱというのは手にとってよく見てみると、葉脈の独特な走り具合など妙に味わい深いものがあって、まさに言葉のようであるなぁと思わされます。歌の評になっていませんね。

　第二首。寒いときって、自分が温かくて回りが冷たいのか、回りが温かくて自分が冷たいのか分からなくなりませんか？でもどちらにせよ、何か温かみを感じる部分があって、その温かいものの正体こそが「ハート」なのではないかと思わされる歌です。「香る」という言葉の選び方もいいですね。

　第三首。人間探究科の方は、『哲学の謎』の「私的体験」の章を読んで頂くと面白い。君と僕は同じ「色」を見ているの？例えばその「色」が違ったとしたら……歌はここで切られ、読者に判断が委ねられていますが、兎に角、他人と分かり合いたい人間の切なさが出ている歌だと思います。黄色い空というのは恐ろしく見えるでしょうか。それとも案外美しいでしょうか。

　第四首は、前回の応募作からの拾遺になりますが、やはり新鮮で面白い、ということで載せてみました。（本当は応募作が減ってきて困っております・笑）尾崎放哉の「咳をしても一人」ではないですが、自由律短歌？まぁ無理矢理「わぁー」を八音節ぐらいで読めばなかなか綺麗です。「叫ぶ」という全身全霊の行為と、それでも敵わない外世界のあまりの雄大さ。まさに「青春」。


伴文庫（仮）
『おおきな木』

突然ですが「孝太郎」に本の紹介文を書かせていただきました。多く本を読むほうではありませんが、少しでも皆さんが興味を持ってくれたらと思っています。
皆さんは最近絵本を読まれますか？これから挙げるのは絵本です。『おおきな木』をご存知ですか？一九六四年にアメリカのシェル・シルヴァスタインさんが作った本です（原題The Giving tree）。少年たろうとりんごの木のふれ合いを描いた物語です。ちびっこたろうと木はとても仲良しで、お互いに大好きでした。しかしたろうは成長し、木と遊ばなくなります。そしてたろうにはいろいろな欲が湧き、お金や家などを木に求め、木は自分の持つりんごや枝などをたろうにあげていきます。そして、「きは　それで　うれしかった」（文中より）のです。やがて木には何もなくなり、たろうも老いていきます･･･

この物語の根底にあるのは、りんごの木の限りなく純粋な愛、といえるでしょう。ものを求めるたろうを全く受け入れ、見返りを求めずただ愛するたろうに身を削り与える。そして何より木はそれを喜んでいます。与えることを自己犠牲とは考えなかったのでしょう。この行動を支えたものも木の愛であり、それによる彼の心の充実が、見た目は貧相になる木を美しいものにしているのはないでしょうか。
最近の感動系ラブストーリーの「純愛」とは異なる純粋な愛が描かれています。是非読んでいただき、いろいろ考えてほしいな、と思います。

（村井 昂介）

『先生はえらい』

みなさん、こんにちは。

「先生はえらい」というタイトルの本を書くことになりました内田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たつる),樹)です。

　この本は中学生や高校生を対象にした新書のシリーズの中の一冊です。このシリーズの一冊を担当することが決まったとき、編集者の方に、「どんなことをいま、いちばん中学生や高校生に伝えたいですか？」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たず),訊)ねられました。コーヒーをスプーンでくるくるかき回しながらしばらく考えて、こう答えました。

「『先生はえらい』、かな。」

　――この本の書き出しです。これだけ読んでも、もう十分にアヤシイ印象を受けます。そして、内容はと言えば、これも裏切ることなく始終アヤシイのです。

　本の裏表紙には「常識やぶりの教育論」という言葉も見られますが、教育論というより、コミュニケーション論という方が内容にはあっていると思います。コミュニケーションというカタカナ語を使うと、外国語の勉強とかインターネットなどを想像しがちですが、要は、「人間同士のやりとり」のことです。「やりとり」というと、言葉のやりとりを指すことが多いですが、この本ではクロマニョン人の交易を例に、モノのやりとりについても同じ次元で説明しています。色々な例を挙げつつ説明をしていくのですが、結局言っていることはどの例でも同じで、著者は、コミュニケーションの要素（これがあってこそコミュニケーションが成り立つ、というもの）として、興味深いことを述べています。それは、「意味不明性」と「誤解」です。詳しくは、この本を読んでもらうのが一番ですが、かいつまんで言うと、「わからない」部分を残しておくから、コミュニケーションは成立するのだということです。わざと分からないようにして、誤解の幅を持たせておかないと、コミュニケーションは続きません。「もう、わかったよ」という言葉が「会話継続の拒否」を意味することを考えても、この事実は重要です。重要ですと言っても、別にこれは、私たちのコミュニケーションを変革せよというものではありません。私たちが普段無意識にやっていることを説明しているだけなのです。「だけど」なのか、「だから」なのか、気づかされると、少なからずハッとします。

なるほどそうか。でも、その話と「先生はえらい」というのはどうつながるのですか？　この質問は、おそらく最も著者をほくそえませるものでしょう。実は、この本の仕組み自体が、著者の述べるところの「先生論」に沿うよう、意識的に作られています。ですから、なかなかすばらしく入り組んでいて、すんなりと話が落ち着くことはありません。この本は一七〇ページほどありますが、内容だけを順々にかいつまんで記したならば、半分のページ数で十分ではないかと思います。よく言えば懇切丁寧、悪く言えば冗長です。いずれにせよ、読む者の「早く知りたい」という気持ちをのらりくらりとかわし、最終章まで本を閉じさせない。そんな一冊です。そして次の日から、あなたにとって「先生」という言葉は、間違いなくこれまでとは違った意味を持つことになるでしょう。
（飯島 弘一郎）

〈今回紹介した本〉
①『おおきな木』
シェル・シルヴァスタイン／作
ほんだ きんいちろう／訳

篠崎書林

（定価・一一〇七円＋税）

②『先生はえらい』
内田樹／著

ちくまプリマー新書

（定価・七六〇円＋税）
情報のあふれているこの時代。
一風変わった彼は言った。
「事典の中に住めたらいいのに」

「短歌賞」作品募集のお知らせ


①自作の短歌（複数投稿可）②歌の注釈（任意）③氏名（ペンネーム・匿名可）の三点を書いてメールにて左記アドレスまでお送り下さい。尚、次号から、こちらが設定したテーマにそった短歌を募集したいと思います。通常の短歌も併せて募集し、「課題テーマ部門」「自由テーマ部門」に分けて、それぞれ一首ずつ優秀作を選定します。


次号のテーマは「新年」です。


次号掲載分の〆切は一月二七日迄とします。どしどしご応募下さい。


� HYPERLINK "mailto:応募アドレスtanka@art.117.cx" ��応募・問い合わせ先tanka@art.117.cx�





本誌の全部または一部を無断で複写・複製・転載することを禁じます。





これは、昨年七月に「一年六組学級日誌」に掲載した文章を一部修正したものです。


　（筆者）
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